
(一社)秋田県建築士会会長賞 【 大屋根の下、自然と暮らす。 】 

 

講評 

この作品は一見複雑な形状に見える建物となっていますが、条件として与え

られた敷地の形状(3 方住宅に囲われていて間口が狭い長方形)から他の作品は

1 ヵ所から集中して光・風を取込む計画が多かったのに対して、様々な位置・

方向から風・光を取込むことができるように考えられた形状になっています。

更には季節・時間の移り変わりと共に風・光の入り具合の変化も感じることが

でき、住み手にとって移り行く時間を建物のどこにいても楽しめる計画になっ

ているとも読み取れます。 

このコロナ禍に於いて巣ごもり傾向が強い中でこのような自宅であればスト

レスも軽減され、自分時間、家族時間を充実させることができるのではないで

しょうか。 

施工難易度も建設コストもなかなか厳しい建物になりそうですが、実現可能

であることと、今回のテーマ「光と風が暮らしを豊かにする住宅」をしっかり

捉え、延いては昨今の風潮を捉えた作品になっていると思います。 

付け加えると、大前提が「秋田の住宅コンクール」となっているため、雪及

び寒さ(断熱)に対する考えが付加できていれば、より高い評価が得られたと思

いました。 
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